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(57)【要約】
【課題】ファスナーのずれや外れを有効に防止すること
ができることに加え、着用者が良好なフィット感を得る
ことが可能なテープ型使い捨ておむつを提供する。
【解決手段】前身頃２、股下部４及び後身頃６の各部か
ら構成され、吸収体２２と、少なくとも一部が液透過性
材料からなるトップシート１８と、液不透過性材料から
なるバックシート２０と、後身頃６と前身頃２とを固定
する止着テープ１０と、止着テープ１０を止め付ける止
着領域１２と、を備え、各止着テープ１０は、二つのテ
ープ片３０ａ，３０ｂを有し、そのテープ片３０ａ，３
０ｂには止着領域１２に固定可能なファスナー部４４が
形成され、テープ片３０ａ，３０ｂの長さが１０５～１
５５ｍｍの範囲内であり、かつ、二つのテープ片３０ａ
，３０ｂの最外縁同士の間隔が、おむつ全体の長さに対
し、１９～２９％の範囲内の長さとなるように配置され
ているテープ型使い捨ておむつ１。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前身頃、股下部及び後身頃の各部から構成され、
　吸収体と、前記吸収体の上面を被覆するように配置された、少なくとも一部が液透過性
材料からなるトップシートと、前記吸収体の下面を被覆するように配置された、液不透過
性材料からなるバックシートと、前記後身頃の左右の側縁に少なくとも１つずつ配置され
た、前記後身頃と前記前身頃とを固定する止着テープと、前記前身頃に形成された、前記
止着テープを止め付ける止着領域と、を備えたテープ型使い捨ておむつであって、
　前記止着テープは、二つのテープ片を有し、そのテープ片には前記止着領域に固定可能
なファスナー部が形成され、前記テープ片の長さ（テープ片長さ［Ｌ１］）が１０５～１
５５ｍｍの範囲内であり、かつ、前記二つのテープ片の最外縁同士の間隔（テープ片外縁
間隔［Ｗ１］）が、おむつ全体の長さ（おむつ長さ［Ｌ２］）に対し、１９～２９％の範
囲内の長さとなるように配置されているテープ型使い捨ておむつ。
【請求項２】
　前記テープ片外縁間隔［Ｗ１］が、１８０～２３０ｍｍの範囲内である請求項１に記載
のテープ型使い捨ておむつ。
【請求項３】
　前記止着テープを構成する各テープ片の幅（テープ片幅［Ｗ２］）が、５５～９０ｍｍ
の範囲内である請求項１又は２に記載のテープ型使い捨ておむつ。
【請求項４】
　前記止着テープを構成する二つのテープ片の間隔（テープ片間隔［Ｗ３］）が、２０～
５０ｍｍの範囲内である請求項１～３のいずれか一項に記載のテープ型使い捨ておむつ。
【請求項５】
　前記止着テープは、前記テープ片長さ［Ｌ１］が１２５～１４５ｍｍの範囲内のもので
ある請求項１～４のいずれか一項に記載のテープ型使い捨ておむつ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、おむつの後身頃の左右の側縁に少なくとも１つずつ配置された、おむつの後
身頃と前身頃とを固定する止着テープを備えたテープ型使い捨ておむつに関するものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、テープ型使い捨ておむつは、例えば、図１に示すテープ型使い捨ておむつ１０
０のように、前身頃２、股下部４及び後身頃６の各部から構成され、吸収体２２と、吸収
体２２の上面を被覆するように配置された、少なくとも一部が液透過性材料からなるトッ
プシート１８と、吸収体２２の下面を被覆するように配置された、液不透過性材料からな
るバックシート２０と、後身頃６の左右の側縁６ａ，６ｂに少なくとも１つずつ配置され
た、後身頃６と前身頃２とを固定する止着テープ１０と、前身頃２に形成された、止着テ
ープ１０を止め付ける止着領域１２と、を備えた使い捨ておむつである。
【０００３】
　このようなテープ型使い捨ておむつ１００によれば、着用者の排泄物はトップシート１
８の液透過性の部分（図中ではセンターシート１８ａ）を透過して吸収体２２に吸収され
るとともに、液不透過性の材料で構成されるバックシート２０によって外部への漏洩が防
止され、排泄物をおむつ内部に保持することができる。また、止着テープ１０を止着領域
１２に止め付けて、おむつの前身頃２と後身頃６とを相互に固定する固定方法を採用する
ので、着用者の体型に合わせて、おむつを容易に装着させることができるという利点をも
有するものである。
【０００４】
　従来、テープ型使い捨ておむつとしては、図１に示すテープ型使い捨ておむつ１００（
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例えば、特許文献１参照）、或いは図２に示すテープ型使い捨ておむつ１１０（例えば、
特許文献２参照）のように、止着テープ１０が二つのテープ片３０ａ，３０ｂを有するも
のが知られている。より具体的には、図１に示すテープ型使い捨ておむつ１００は、おむ
つの後身頃６の側縁６ａ，６ｂから二つのテープ片３０ａ，３０ｂが延出されるように構
成されたものであり、図２に示すテープ型使い捨ておむつ１１０は、おむつの後身頃６の
側縁６ａ，６ｂから延出された止着テープ１０の先端部に、二つの山状のテープ片３０ａ
，３０ｂを有するものである。
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－１４１５３２号公報
【特許文献２】特開２００４－２４３０７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、図１に示すようなテープ型使い捨ておむつ１００は、ファスナーのずれ
や外れが発生し易く、横漏れが発生するおそれがあるという課題があった。また、図２に
示すようなテープ型使い捨ておむつ１１０は、着用者の体型に合わせておむつをしっかり
と固定することが困難で、良好なフィット感を得られ難いという課題があった。
【０００７】
　このように、現在においては、ファスナーのずれや外れを有効に防止することができる
ことに加え、着用者が良好なフィット感を得ることが可能なテープ型使い捨ておむつは未
だ開示されておらず、そのようなテープ型使い捨ておむつが切望されている。
【０００８】
　本発明は、このような従来技術の課題を解決するためになされたものであり、ファスナ
ーのずれや外れを有効に防止することができることに加え、着用者が良好なフィット感を
得ることが可能なテープ型使い捨ておむつを提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明者は、前記のような従来技術の課題を解決するために鋭意検討した結果、止着テ
ープを構成する二つのテープ片の長さを所定の範囲内に精密に制御することによって、上
記課題が解決されることに想到し、本発明を完成させた。具体的には、本発明により、以
下のテープ型使い捨ておむつが提供される。
【００１０】
［１］　前身頃、股下部及び後身頃の各部から構成され、吸収体と、前記吸収体の上面を
被覆するように配置された、少なくとも一部が液透過性材料からなるトップシートと、前
記吸収体の下面を被覆するように配置された、液不透過性材料からなるバックシートと、
前記後身頃の左右の側縁に少なくとも１つずつ配置された、前記後身頃と前記前身頃とを
固定する止着テープと、前記前身頃に形成された、前記止着テープを止め付ける止着領域
と、を備えたテープ型使い捨ておむつであって、前記止着テープは、二つのテープ片を有
し、そのテープ片には前記止着領域に固定可能なファスナー部が形成され、前記テープ片
の長さ（テープ片長さ［Ｌ１］）が１０５～１５５ｍｍの範囲内であり、かつ、前記二つ
のテープ片の最外縁同士の間隔（テープ片外縁間隔［Ｗ１］）が、おむつ全体の長さ（お
むつ長さ［Ｌ２］）に対し、１９～２９％の範囲内の長さとなるように配置されているテ
ープ型使い捨ておむつ。
【００１１】
［２］　前記テープ片外縁間隔［Ｗ１］が、１８０～２３０ｍｍの範囲内である前記［１
］に記載のテープ型使い捨ておむつ。
【００１２】
［３］　前記止着テープを構成する各テープ片の幅（テープ片幅［Ｗ２］）が、５５～９
０ｍｍの範囲内である前記［１］又は［２］に記載のテープ型使い捨ておむつ。
【００１３】
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［４］　前記止着テープを構成する二つのテープ片の間隔（テープ片間隔［Ｗ３］）が、
２０～５０ｍｍの範囲内である前記［１］～［３］のいずれかに記載のテープ型使い捨て
おむつ。
【００１４】
［５］　前記止着テープは、前記テープ片長さ［Ｌ１］が１２５～１４５ｍｍの範囲内の
ものである前記［１］～［４］のいずれかに記載のテープ型使い捨ておむつ。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明のテープ型使い捨ておむつは、ファスナーのずれや外れを有効に防止することが
できることに加え、着用者が良好なフィット感を得ることが可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明のテープ型使い捨ておむつを実施するための最良の形態について、１ピー
スタイプのテープ型使い捨ておむつを例として具体的に説明する。但し、本発明はその発
明特定事項を備えるテープ型使い捨ておむつを広く包含するものであり、以下の実施形態
に限定されるものではない。
【００１７】
［１］本発明のテープ型使い捨ておむつの構成：
　本発明のテープ型使い捨ておむつは、図３に示すテープ型使い捨ておむつ１のように、
前記止着テープ１０が二つのテープ片３０ａ，３０ｂを有し、そのテープ片３０ａ，３０
ｂには止着領域１２と固定可能なファスナー部４４が形成され、テープ片３０ａ，３０ｂ
の長さ（テープ片長さ［Ｌ１］）が１０５～１５５ｍｍの範囲内であり、かつ、前記二つ
のテープ片の最外縁同士の間隔（テープ片外縁間隔［Ｗ１］）が、おむつ全体の長さ（お
むつ長さ［Ｌ２］）に対し、１９～２９％の範囲内の長さとなるように配置されているも
のである。
【００１８】
　なお、本明細書において「テープ型使い捨ておむつ」とは、図３に示すテープ型使い捨
ておむつ１のように、前身頃２、股下部４及び後身頃６の各部から構成され、吸収体２２
と、吸収体２２の上面を被覆するように配置された、少なくとも一部が液透過性材料から
なるトップシート１８と、吸収体２２の下面を被覆するように配置された、液不透過性材
料からなるバックシート２０と、後身頃６の左右の側縁６ａ，６ｂに少なくとも１つずつ
配置された、後身頃６と前身頃２とを固定する止着テープ１０と、前身頃２に形成された
、止着テープ１０を止め付ける止着領域１２と、を備えた使い捨ておむつを意味するもの
とする。
【００１９】
　そして、「１ピースタイプ」とは、後述する２ピースタイプとは異なり、トップシート
、バックシート、吸収体を備えているが、吸収・保持機能を担う吸収体がトップシートと
バックシートの間に介装（内蔵）され、装着機能を担うトップシート及び／又はバックシ
ートと一体的に構成されたタイプのおむつを意味するものとする。
【００２０】
　また、本明細書において、「前身頃」とは、着用者におむつを装着した際に、着用者の
腹側（身体前方）を覆う部分、「股下部」とは、着用者におむつを装着した際に、着用者
の股下を覆う部分、「後身頃」とは、着用者におむつを装着した際に、着用者の背側（身
体後方）を覆う部分を意味するものとする。
【００２１】
［１－１］止着テープ：
　止着テープは、おむつの後身頃の左右の側縁に少なくとも１つずつ配置された、後身頃
と前身頃とを固定するためのテープ状部材である。この止着テープを前身頃に形成された
止着領域に止め付けることによって、おむつ全体をパンツ型とすることができ、着用者に
対しておむつを装着させることが可能となる。通常、この止着テープは、おむつの後身頃
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の左右の各側縁から延出するように配置される。
【００２２】
　本発明のテープ型使い捨ておむつは、図３に示すテープ型使い捨ておむつ１のように、
二つのテープ片３０ａ，３０ｂを有する止着テープ１０を備えている。この「テープ片」
とは、止着テープのうち、分離した二つの部分が別個独立に動き得る部分を意味する。こ
の別個独立に動き得るテープ片を二つ有することによって、この二つのテープ片を異なる
方向に止め付けることが可能となる。従って、着用者の体型に合わせておむつをしっかり
と固定することが可能となり、良好なフィット感を得ることを期待できる。
【００２３】
　二つのテープ片の各々が別個独立に動き得る限り、テープ片の形状その他の構成につい
て特に制限はない。例えば、図３に示すテープ型使い捨ておむつ１は、おむつの後身頃６
の左右の各側縁６ａ，６ｂに、別個独立に動き得る帯状の止着テープ１０を二つずつ有す
るものであり（止着テープ１０ａ，１０ｂ、止着テープ１０ｃ，１０ｄ）、止着テープ１
０それ自体がテープ片３０となっている例である（テープ片３０ａ，３０ｂ、テープ片３
０ｃ，３０ｄ）。
【００２４】
　一方、図２に示すテープ型使い捨ておむつ１１０のように、おむつの後身頃６の左右の
各側縁６ａ，６ｂに、止着テープ１０が一つずつしか付設されていない。しかし、その各
々の止着テープ１０ｅ，１０ｆの先端部が二つに分岐していて、その分岐された各々の部
分が別個独立に動き得る二つの山状のテープ片３０ｅ，３０ｆを形成している。このよう
に、止着テープ１０の先端部に、二つの山状のテープ片３０ｅ，３０ｆを有するものも、
本発明の適用対象となり得る（このような止着テープは「二山テープ」と称される）。
【００２５】
　本発明のテープ型使い捨ておむつは、止着テープ（又はテープ片）が、おむつの後身頃
と一体的に構成されたものであってもよい。即ち、止着テープやテープ片がおむつの後身
頃とは別体の部材で構成され、それらが付設されたものである必要はない。例えば、図４
に示すテープ型使い捨ておむつ１２０の場合、おむつの後身頃６の一部がその側縁６ａ，
６ｂから延出されるように構成されており、その延出された後身頃６の一部によって止着
テープ１０が形成されている例である。この例では、トップシート１８を構成するサイド
シート１８ｂによって止着テープ１０が形成されている。
【００２６】
　また、この例では、テープ型使い捨ておむつの側部に配置されるサイドフラップ８をセ
ンターシート１８ａとは別体のサイドシート１８ｂで構成し、その一部で止着テープ１０
を形成している。但し、サイドフラップについては、トップシートとバックシートとの貼
り合わせ又はトップシートとカバーシートとの貼り合わせで構成してもよいし、トップシ
ート、バックシート又はカバーシート単独で構成してもよい。
【００２７】
　図４に示すテープ型使い捨ておむつ１２０は、おむつの後身頃６の左右の各側縁６ａ，
６ｂに、別個独立に動き得る帯状の止着テープ１０を二つずつ有するものであり（止着テ
ープ１０ａ，１０ｂ、止着テープ１０ｃ，１０ｄ）、止着テープ１０それ自体がテープ片
３０となっている例である（テープ片３０ａ，３０ｂ、テープ片３０ｃ，３０ｄ）。
【００２８】
　本発明のテープ型使い捨ておむつは、止着テープを構成するテープ片の長さ（テープ片
長さ［Ｌ１］）が、１０５～１５５ｍｍの範囲内のものである。このテープ片長さ［Ｌ１

］を１０５ｍｍ以上とすることによって、止着テープは比較的長いテープ片を２つ有する
ことになる。この比較的長い２つのテープ片は、各々を所望の角度、所望の引っ張り具合
で固定することができるので、着用者の脚周りサイズやウエスト周りサイズ、あるいは臀
部の形状に合わせて、２つのテープ片の角度や引っ張り具合を調整することが可能となる
。これにより、おむつと着用者のウエスト周りや脚周りとの間に漏れの原因となる空隙が
形成され難くなるとともに、おむつと着用者の臀部との間にも空隙が形成され難くなり、
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良好なフィット感を得るという効果が確実に発揮される。
【００２９】
　一方、１５５ｍｍを超えると、前記の効果は得られるものの、後身頃の左右の各側縁に
固定された止着テープの末端部と、おむつ前身頃の止着領域に止め付けられる止着テープ
の先端部との間の距離が開き過ぎてしまい、おむつに対して止着テープを十分に固定する
ことができなくなる場合がある。より具体的には、止着テープのうち、おむつに対して止
め付けられていない中間部の長さが長くなり、この中間部において、よれや弛みが発生す
る。従って、ファスナーのずれや外れが生じ、おむつのズレ落ちの原因となり、また、お
むつのフィット性が損なわれる原因となるため好ましくない。これらの効果をより確実に
得るためには、止着テープは、そのテープ片長さ［Ｌ１］が１２５～１４５ｍｍの範囲内
のものであることが好ましい。
【００３０】
　本明細書にいう「テープ片長さ［Ｌ１］」は、止着テープを構成するテープ片の先端か
ら末端までの長さを意味する。この「テープ片長さ［Ｌ１］」は、２つのテープ片が別個
独立に可動する範囲の長さを示し、実質的に２つの止着テープとして機能する部分の長さ
である。
【００３１】
　例えば、図１及び図５に示すテープ型使い捨ておむつ１００、或いは、図３及び図７に
示すテープ型使い捨ておむつ１のように、止着テープ１０それ自体がテープ片３０となっ
ている場合には、おむつの後身頃６の側縁６ａ，６ｂから、止着テープ１０を構成する２
本のテープ片３０ａ，３０ｂの先端までの長さが「テープ片長さ［Ｌ１］」となる。
【００３２】
　また、図２及び図６に示すテープ型使い捨ておむつ１１０のように、止着テープ１０の
先端部に、二つの山状のテープ片３０ｅ，３０ｆを有するもの（二山テープ）の場合には
、おむつの後身頃６の側縁６ａ，６ｂではなく、二つのテープ片３０ｅ，３０ｆの形成端
から、テープ片３０ｅ，３０ｆの先端までの長さが「テープ片長さ［Ｌ１］」となる。テ
ープ片の形成端からおむつの側縁に至るまでの部分は、別個独立に動き得る二つの部分を
有していないため、実質的にはサイドフラップとして機能するためである。
【００３３】
　なお、二山テープの場合、止着テープの中央部（二つのテープ片の間の部分）に、おむ
つの側縁に向かうミシン目が形成され、切り離し可能となっている場合がある。このよう
な場合には、ミシン目を切り離した際に、その切り離された部分も別個独立に動き得るた
め、そのミシン目の末端から、テープ片の先端までの長さを「テープ片長さ［Ｌ１］」と
定義するものとする。
【００３４】
　更に、図４及び図８に示すテープ型使い捨ておむつ１２０のように、おむつの後身頃６
の一部がその側縁６ａ，６ｂから延出されるように構成されており、その延出された後身
頃６の一部によって止着テープ１０（ひいてはテープ片３０ａ，３０ｂ）が形成されてい
る場合には、おむつの後身頃６の側縁６ａ，６ｂを延長した直線からテープ片３０ａ，３
０ｂの先端までの長さを「テープ片長さ［Ｌ１］」と定義するものとする。
【００３５】
　また、本発明のテープ型使い捨ておむつは、二つのテープ片の最外縁同士の間隔（テー
プ片外縁間隔［Ｗ１］）が、おむつ全体の長さ（おむつ長さ［Ｌ２］）に対し、１９～２
９％の範囲内の長さとなるように配置されたものである。テープ片外縁間隔［Ｗ１］をお
むつ長さ［Ｌ２］に対して１９％以上の長さとすることにより、後身頃側のサイドフラッ
プ全体を幅広く引き寄せて止着テープで止め付けることができる。従って、隙間や弛みを
発生させることがなく、良好なフィット感を得ることが可能となる。一方、１９％未満で
あると、後身頃側のサイドフラップを引き寄せる幅が狭くなるため、二つのテープ片の外
側の領域でよれや弛みが発生する。従って、良好なフィット感を得られないことに加え、
おむつと着用者の肌との間に隙間が生じ、漏れを引き起こし易くなる。
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【００３６】
　また、テープ片外縁間隔［Ｗ１］をおむつ長さ［Ｌ２］に対して２９％以下の長さとす
ることにより、テープ片の間の領域を確実に引き寄せて止着テープで止め付けることがで
きる。従って、隙間や弛みを発生させることがなく、良好なフィット感を得ることが可能
となる。一方、テープ片外縁間隔［Ｗ１］がおむつ長さ［Ｌ２］に対して２９％を超える
と、テープ片の幅によっては、二つのテープ片の間の領域でよれや弛みが発生し、良好な
フィット感を得られないことに加え、おむつと着用者の肌との間に隙間が生じ、漏れを引
き起こし易くなる。
【００３７】
　本明細書にいう「テープ片外縁間隔［Ｗ１］」は、一のテープ片の外縁と他のテープ片
の外縁との間隔を意味する。即ち、「テープ片外縁間隔［Ｗ１］」は、一のテープ片のテ
ープ片幅［Ｗ２ａ］、テープ片間隔［Ｗ３］及び他のテープ片のテープ片幅［Ｗ２ｂ］の
総和に等しく、下記式（１）が成り立つ。一方、「おむつ長さ［Ｌ２］」は、おむつの前
身頃側の端縁から後身頃側の端縁までの長さを意味するものとする。
　［Ｗ１］＝［Ｗ２ａ］＋［Ｗ３］＋［Ｗ２ｂ］　　　：（１）
【００３８】
　本発明のテープ型使い捨ておむつにおいては、止着テープを構成する各テープ片の幅（
テープ片幅［Ｗ２］）が、５５～９０ｍｍの範囲内であることが好ましい。テープ片幅［
Ｗ２］を５５ｍｍ以上とすることによって、後身頃側のサイドフラップに対して幅広い領
域に引っ張る力が伝わるため、後身頃側のサイドフラップを幅広い領域で、より確実に引
き寄せることができる。従って、二つのテープ片の間の領域や二つのテープ片の外側の領
域に緩みや弛みを生じさせることなく、着用者の臀部を包み込むように止着テープを止め
付けることができる。
【００３９】
　一方、９０ｍｍ以下とすることにより、個々のテープ片が大きくなり過ぎて、テープ片
を止め付ける角度等の自由度が低下するという不具合を回避することができる。従って、
着用者の体型に合わせて止着テープを止め付けることが可能となり、おむつと着用者の肌
との間に弛みや隙間が生じ難くなるため、おむつのズレ落ちや漏れを効果的に防止するこ
とができる。
【００４０】
　本明細書にいう「テープ片幅［Ｗ２］」は、止着テープを構成するテープ片の固定端側
の幅を意味するものとする。例えば、図１に示すテープ型使い捨ておむつ１００、図３に
示すテープ型使い捨ておむつ１又は図４に示すテープ型使い捨ておむつ１２０のように、
止着テープ１０それ自体がテープ片３０となっている場合には、止着テープ１０（即ち、
テープ片３０）の固定端における幅、より具体的には、止着テープ１０（即ち、テープ片
３０）のおむつの側縁６ａ，６ｂにおける幅を意味するものとする。
【００４１】
　また、図６に示すテープ型使い捨ておむつ１１０のように、止着テープ１０の先端部に
、二つの山状のテープ片３０ｅ，３０ｆを有するもの（二山テープ）の場合には、「テー
プ片幅［Ｗ２］」は、止着テープ１０の固定端ではなく、二つのテープ片３０ｅ，３０ｆ
の形成端における幅を意味するものとする。この例では、テープ片３０ｅ，３０ｆの幅が
漸次変化しているが、二つのテープ片３０ｅ，３０ｆの末端部（おむつの側縁６ａに近い
方の端部）の幅が「テープ片幅［Ｗ２］」となる。
【００４２】
　なお、二山テープにおいては、止着テープの中央部（二つのテープ片の間の部分）に、
おむつの側縁に向かうミシン目が形成されている場合がある。このような場合には、ミシ
ン目を切り離した際に、その切り離された部分も別個独立に動き得るため、その切り離さ
れた部分の各々の幅を「テープ片幅［Ｗ２］」と定義するものとする。
【００４３】
　また、本発明のテープ型使い捨ておむつは、止着テープを構成する二つのテープ片の間
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隔（テープ片間隔［Ｗ３］）が、２０～５０ｍｍの範囲内であることが好ましい。テープ
片間隔［Ｗ３］を２０ｍｍ以上とすることによって、二つのテープ片が確実に区分される
ことになり、着用者の脚周りサイズやウエスト周りサイズ、あるいは臀部の形状に合わせ
て、２つの帯状部分の角度や引っ張り具合を調整することを可能とし、フィット性を良好
なものとする効果を更に向上させることができる。一方、５０ｍｍ以下とすることにより
、二つのテープ片の間の領域でよれや弛みが生じ難くなるので、良好なフィット感を得る
ことが可能となる。
【００４４】
　本明細書にいう「テープ片間隔［Ｗ３］」は、二つのテープ片の末端部分における間隔
を意味する。例えば、図５に示すテープ型使い捨ておむつ１００、図７に示すテープ型使
い捨ておむつ１１０、図８に示すテープ型使い捨ておむつ１２０のように、テープ片３０
ａ，３０ｂがおむつの後身頃６の側縁６ａ，６ｂから突出するように構成されている場合
には、おむつの後身頃６の側縁６ａ，６ｂ部分における二つのテープ片３０ａ，３０ｂの
間隔が「テープ片間隔［Ｗ３］」となる。
【００４５】
　一方、図６に示すテープ型使い捨ておむつ１１０のように、二つのテープ片３０ａ，３
０ｂが止着テープ１０の中途から突出するように形成されている二山テープの場合には、
二つのテープ片３０ａ，３０ｂの形成端の部分の間隔が「テープ片間隔［Ｗ３］」となる
。なお、二山テープにおいて、止着テープの中央部（二つのテープ片の間の部分）に、お
むつの側縁に向かうミシン目が形成されている場合には、ミシン目を切り離した際に、そ
の切り離された部分も別個独立に動き得るため、「テープ片間隔［Ｗ３］」は０ｍｍとな
る。
【００４６】
　止着テープは、そのテープ片に、止着領域（おむつの前身頃に形成される）と固定可能
なファスナー部が形成されている。即ち、止着領域に固定され得るファスナーが付設され
ている。止着領域と固定可能である限り、ファスナーの形態について特に制限はないが、
通常は、（１）粘着剤の粘着力により固定を行う粘着ファスナーや、（２）凸部材（フッ
ク）と凹部材（ループ）の機械的結合により固定を行うメカニカルファスナー（面状ファ
スナーとも称される）等を好適に用いることができる。メカニカルファスナーは、例えば
、表面に多数の突起（鉤状、きのこ状、錨状等）が形成された凸部材（フック）と、表面
にループ状の繊維が配置された凹部材（ループ）とを組み合わせたもの等が用いられるこ
とが多い。このファスナーは、ループの表面にフックを重ね合わせ、フックの多数の突起
をループの表面に係合させることにより、両部材を剥離可能な状態に、かつ、強固に固着
させることができるものである。
【００４７】
　例えば、図３に示すテープ型使い捨ておむつ１は、止着テープ１０のファスナーとして
、メカニカルファスナーを利用した例である。この例では、止着テープ１０を構成する二
つのテープ片３０ａ，３０ｂの先端近傍に、メカニカルファスナーのフック４４ａからな
るファスナー部４４が形成されている。一方、前身頃２には、メカニカルファスナーのル
ープ４４ｂからなる止着領域１２が形成されており、止着テープ１０のフック４４ａを固
定することが可能なように構成されている。このような構成によって、おむつの後身頃６
を前身頃２に対して固定することができ、おむつを着用者に装着させることが可能となる
。
【００４８】
　本発明のテープ型使い捨ておむつにおいては、止着テープを構成するテープ片の末端か
らファスナー部までの長さ（ファスナー－末端長さ［Ｌ３］）が、７０～１２０ｍｍであ
ることが好ましい。ファスナー－末端長さ［Ｌ３］を７０ｍｍ以上とすることで、後身頃
の左右の各側縁に固定された止着テープの末端部と、おむつ前身頃の止着領域に止め付け
られる止着テープの先端部との間に十分な距離を開けることができる。従って、おむつに
対して止着テープ（即ち、テープ片）を貼り付ける際の自由度が増し、着用者の体型に合
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わせておむつをフィットさせることが可能となる。
【００４９】
　一方、ファスナー－末端長さ［Ｌ３］を１２０ｍｍ以上とすることで、後身頃の左右の
各側縁に固定された止着テープの末端部と、おむつ前身頃の止着領域に止め付けられる止
着テープの先端部との間の距離が開き過ぎることがない。従って、止着テープのうち、お
むつに対して止め付けられていない中間部の長さが長くなり、この中間部において、よれ
や弛みが発生する事態を防止することができる。従って、このよれや弛みに起因するファ
スナーのずれや外れ、おむつのズレ落ち等を効果的に防止することができる。これらの効
果をより確実に得るためには、ファスナー－末端長さ［Ｌ３］を９０～１１０ｍｍとする
ことが好ましい。
【００５０】
　なお、本明細書にいう「ファスナー－末端長さ［Ｌ３］」とは、おむつの後身頃の側縁
から、止着テープに付設されたファスナー部（具体的には、粘着ファスナーの粘着部、メ
カニカルファスナーのフック等）のおむつ側縁側の端縁までの長さを意味するものとする
。
【００５１】
［１－２］吸収体：
　吸収体は、着用者の尿を吸収し、保持するための部材である。吸収体は、着用者の尿や
体液を吸収し保持する必要から、吸収性材料によって構成される。
【００５２】
　吸収体を構成する吸収性材料としては、使い捨ておむつ、その他の吸収性物品に通常使
用される従来公知の吸収性材料、例えば、フラッフパルプ、高吸水性ポリマー（Ｓｕｐｅ
ｒ　Ａｂｓｏｒｂｅｎｔ　Ｐｏｌｙｍｅｒ；以下、「ＳＡＰ」と記す）、親水性シート等
を挙げることができる。フラッフパルプとしては木材パルプや非木材パルプを綿状に解繊
したものを、ＳＡＰとしてはポリアクリル酸ナトリウムを、親水性シートとしてはティシ
ュ、吸収紙、親水化処理を行った不織布を用いることが好ましい。また、吸収体の型崩れ
を防止するために、熱融着繊維等の合成繊維を含有せしめることも好ましい形態の一つで
ある。
【００５３】
　これらの吸収性材料は、通常、単層ないしは複層のマット状として用いられる。この際
、前記の吸収性材料のうち１種を単独で用いてもよいし、２種以上を併用してもよい。中
でも、フラッフパルプ１００質量部に対して、１０～５００質量部程度のＳＡＰを併用し
たものが好ましい。この際、ＳＡＰはフラッフパルプの各マット中に均一に混合されてい
てもよいし、複層のフラッフパルプの層間に層状に配置されていてもよい。
【００５４】
　吸収体は、トップシートとバックシートの間の少なくとも一部に介装されることが好ま
しい。通常、吸収体は、トップシートとバックシートの間に挟み込まれ、その周縁部が封
着されることによって、トップシートとバックシートとの間に介装される。従って、吸収
体の周縁部にはトップシートとバックシートの間に吸収体が介装されていないフラップ部
が形成されることになる。吸収体は、トップシートとバックシートの間の少なくとも一部
に介装される。より具体的には、吸収体は少なくとも股下部に介装され、この吸収体が前
身頃や後見頃にまで及んでいてもよい。
【００５５】
　吸収体は、その全体が親水性シートによって包み込まれていることが好ましい。このよ
うな構成は、吸収体からＳＡＰが漏洩することを防止し、吸収体に形状安定性を付与する
ことができるという利点がある。
【００５６】
　吸収体の形状については特に制限はないが、従来の使い捨ておむつ、その他の吸収性物
品において使用される形状、例えば、矩形状、砂時計型、ひょうたん型、Ｔ字型等を挙げ
ることができる。図３に示すテープ型使い捨ておむつ１は、吸収体２２として、砂時計型
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の吸収体を用いた例である。
【００５７】
　なお、吸収体には、その上面側に（例えば、吸収体とトップシートとの間に）、尿や体
液等の液体を拡散させるためのシート（セカンドシート）を付帯的に配置してもよい。こ
のセカンドシートを付設すると、着用者の姿勢等に起因して、トップシート下面側の空間
が十分に形成されないような場合でも、尿や体液等の吸収速度が低下し難く、吸収速度の
低下による尿や体液等の漏れを防止することが可能となる。
【００５８】
　セカンドシートを構成する材料としては、親水性で液透過性の材料、例えば、織布、不
織布、多孔性プラスチック、フラッフパルプ等を挙げることができる。これらの構成素材
としては、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリエステル、レーヨン、パルプ、或いはこ
れらの複合繊維等を挙げることができる。パルプとしては、カーリーセルロースファイバ
ー等のけん縮繊維を好適に用いることができる。
【００５９】
［１－３］トップシート：
　トップシートは、吸収体の上面（おむつの装着時において着用者の肌側に位置する面）
を被覆するように配置されるシートである。トップシートは、その下面側に配置された吸
収体に、着用者の尿を吸収させる必要から、その少なくとも一部（全部ないし一部）が液
透過性材料により構成される。通常、少なくとも吸収体の上面近傍については、着用者の
尿や体液を透過させ得る液透過性の材料によって構成される。少なくとも一部が液透過性
材料により構成されている限り、必ずしもトップシート全体が液透過性材料で構成されて
いる必要はない。
【００６０】
　トップシートを構成する液透過性材料としては、例えば、織布、不織布、多孔性フィル
ム等を挙げることができる。中でも、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリエステル、ナ
イロン等の熱可塑性樹脂からなる不織布に親水化処理を施したものを用いることが好まし
い。不織布の種類についても特に制限はなく、エアースルー（カード熱風）、カードエン
ボス、スパンボンド等の各種製法によって製造された従来公知の不織布を好適に用いるこ
とができる。
【００６１】
　トップシートは単一のシート材によって構成されていてもよいが、複数のシート材によ
って構成されていてもよい。例えば、吸収体の上面部に配置されるトップシートと、サイ
ドフラップの部分に配置されるトップシートとを異なるシートによって構成する形態もよ
く利用される。図３に示すテープ型使い捨ておむつ１は、おむつの中央部には液透過性材
料からなるトップシート１８（センターシート１８ａ）を配置し、おむつのサイドフラッ
プ８部分には液の透過に対して抵抗性を示す通気撥水性材料からなるトップシート１８（
サイドシート１８ｂ）を配置した例である。
【００６２】
［１－４］バックシート：
　バックシートは、吸収体の下面（おむつの装着時において着用者の着衣側に位置する面
）を被覆するように配置されるシートである。バックシートは、着用者の尿がおむつ外部
に漏洩してしまうことを防止する必要から、液不透過性材料によって構成される。その配
置方法については特に制限はないが、図３に示すテープ型使い捨ておむつ１のように、お
むつの外形と一致するように、バックシート２０を配置してもよいし、トップシートのう
ちセンターシートに対応する部分に液不透過性材料からなるバックシートを配置してもよ
い。
【００６３】
　バックシートを構成する液不透過性材料としては、例えば、ポリエチレン等の樹脂から
なる液不透過性フィルム等を挙げることができ、中でも、微多孔性ポリエチレンフィルム
を用いることが好ましい。この微多孔性ポリエチレンフィルムは、０．１～数μｍの微細
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な孔が多数形成されており、液不透過性ではあるが透湿性を有するため、おむつ内部の蒸
れを防止することができるという利点がある。
【００６４】
　なお、バックシートには、その外表面側にシート材（カバーシート）を貼り合わせても
よい。このカバーシートは、バックシートを補強し、バックシートの手触り（触感）を良
好なものとするために用いられる。
【００６５】
　カバーシートを構成する材料としては、例えば、織布、不織布等を挙げることができる
。中でも、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエステル等の熱可塑性樹脂からなる乾式
不織布、湿式不織布を用いることが好ましい。
【００６６】
［１－５］立体ギャザー：
　着用者の排泄した尿の横漏れを防止するため、立体ギャザーを備えていてもよい。立体
ギャザーは、着用者の排泄した尿の横漏れを防止するための部材であり、立体的に起立可
能なように構成された防漏壁である。このような立体ギャザーを形成することにより、立
体ギャザーが防波堤となり、おむつの脚周り開口部等からの漏れ（いわゆる「横漏れ」）
を有効に防止することができる。
【００６７】
　立体ギャザーの構成は、従来の使い捨ておむつ、その他の吸収性物品に使用される構成
を採用することができる。例えば、撥水性のシート材の一部に伸縮材（立体ギャザー伸縮
材）を配置し、その立体ギャザー伸縮材によってシート材にギャザー（襞）を形成したも
の等を好適に用いることができる。
【００６８】
　なお、立体ギャザーは、トップシートやバックシートとは全く別個のシート材により形
成してもよいが、センターシートやサイドシート等のトップシートを折り返すことにより
形成してもよい。例えば、図３に示すテープ型使い捨ておむつ１は、サイドシート１８ｂ
を折り返すことにより立体ギャザー２６（２６ａ，２６ｂ）を形成した例である。但し、
立体ギャザーは、セカンドシート等のトップシート以外の部材を折り返すことにより形成
してもよい。
【００６９】
　この立体ギャザーは、股下部からの漏れを防止するため、少なくとも股下部に形成され
ていればよいが、前身頃や後身頃に形成されていてもよい。例えば、図３に示すテープ型
使い捨ておむつ１は、おむつの長手方向に沿って、股下部４から前身頃２と後身頃６の双
方にかけて連続的に、一対の立体ギャザー２６（２６ａ，２６ｂ）が形成された例を示す
ものである。また、立体ギャザーは、少なくとも一対形成する必要があるが、二対以上形
成してもよい。
【００７０】
　立体ギャザーはおむつの内側に向かって傾倒する内倒しギャザーであってもよいし、お
むつの外側に向かって傾倒する外倒しギャザーであってもよい。また、高さ方向の一部に
、曲げ部や折り返し部を形成した立体ギャザー（Ｃ折りギャザーやＺ折りギャザー等）と
することもできる。例えば、図３に示すテープ型使い捨ておむつ１は、立体ギャザー２６
（２６ａ，２６ｂ）を内倒しギャザーとした例である。
【００７１】
［１－６］各種伸縮材：
　テープ型使い捨ておむつにおいては、脚周り伸縮材を配置し、ウエスト周り伸縮材を配
置することが好ましい。
【００７２】
　脚周り伸縮材は、脚周り開口部に沿って配置される伸縮材である。この脚周り伸縮材を
配置することによって、脚周り開口部に伸縮性に富むギャザー（レグギャザー）を形成す
ることができる。従って、脚周りに隙間が形成され難くなり、脚周り開口部からの尿漏れ
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を効果的に防止することができる。また、脚周り伸縮材を配置すると、おむつを交換する
際に吸収体の両側で脚周り伸縮材が収縮するため、股下部近傍が椀状に変形し、凹部が形
成される。このため、尿や体液がその凹部に溜まり、尿や体液をこぼすことなく、容易に
おむつの交換を行うことができる。
【００７３】
　例えば、図３に示すテープ型使い捨ておむつ１は、おむつの長手方向に沿って、直線的
に二本の脚周り伸縮材４０を配置してレグギャザーを形成した例である。この脚周り伸縮
材４０は、糸ゴムによって構成されている。但し、脚周り伸縮材は、必ずしも直線的に配
置する必要はなく、例えば、おむつの脚周り開口部のカーブに沿って曲線的に配置しても
よい。
【００７４】
　脚周り伸縮材は、例えば、図３に示すテープ型使い捨ておむつ１のように、立体ギャザ
ー２６の起立線４６より外側の部分に、脚周り伸縮材４０が形成されていることが好まし
い。このような構成とすると、立体ギャザーの十分な防漏効果を確保しつつ、股下部の装
用感・装着感を向上させることができる。
【００７５】
　なお、図３に示すテープ型使い捨ておむつ１は、脚周り伸縮材４０の形状、配置位置、
配置数等を左右対称とした例を示したが、これらが左右非対称なものも本発明の範囲に含
まれる。そして、図３に示すテープ型使い捨ておむつ１では、脚周り伸縮材４０が片側に
つき二本配置された例を示したが、一本だけ配置されていてもよいし、三本以上配置され
ていてもよい。また、複数の脚周り伸縮材を用いる場合、その太さや伸張率等も目的に応
じて適宜設定すればよく、全て同じものを用いる必要はない。
【００７６】
　ウエスト周り伸縮材は、ウエスト周り開口部に沿って配置される伸縮材である。ウエス
ト周り伸縮材を配置することによって、ウエスト開口部に伸縮性に富むギャザー（ウエス
トギャザー）を形成することができる。このウエストギャザーにより、ウエスト周りに隙
間が形成され難くなり、ウエスト周りからの尿漏れを防止することができる他、着用者へ
のおむつのフィット性が良好となり、おむつのずり下がりが防止される。
【００７７】
　なお、図３に示すテープ型使い捨ておむつ１は、おむつの後身頃６の端縁に沿って帯状
のウエスト周り伸縮材４２を配置した例である。この帯状のウエスト周り伸縮材４２は、
ウレタンフォーム等の伸縮性フォームによって構成されている。
【００７８】
　これらの伸縮材については、ギャザーの収縮の程度等を勘案した上で、構成材料、その
材料の伸長率、固定時の伸長状態等を決定すればよい。
【００７９】
　伸縮材としては、従来の使い捨ておむつで使用されてきた伸縮材を好適に用いることが
できる。具体的には、天然ゴムや合成ゴム（ウレタンゴム等）の弾性材からなる糸ゴム、
平ゴムの他、伸縮性ネット、伸縮性フィルム、伸縮性フォーム（ウレタンフォーム等）等
を挙げることができる。
【００８０】
　伸縮材は、十分な伸縮力を作用させるため、伸長状態で固定することが好ましい。例え
ば、伸縮材が天然ゴムや合成ゴムである場合には、１２０～４００％の伸長状態で固定す
ることが好ましく、２００～３００％の伸長状態で固定することがより好ましい。このよ
うな範囲の伸長状態で固定することにより、十分な伸縮力を作用させることが可能となる
。
【００８１】
　前記のような伸縮材は、おむつの他の構成部材に対して、接着剤その他の手段により固
定される。固定方法としては、例えば、ホットメルト接着剤、その他の流動性の高い接着
剤を用いた接着であってもよいし、ヒートシールをはじめとする熱や超音波等による溶着
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であってもよい。
【００８２】
［２］本発明のテープ型使い捨ておむつの製造方法：
　以下、本発明のテープ型使い捨ておむつの製造方法を、図３に示すテープ型使い捨てお
むつ１を製造する場合の例で説明する。まず、バックシート２０の材料となる長尺のシー
ト材（バックシート材）の上面に、親水性シートに包まれた吸収体２２及び脚周り伸縮材
４０を載置する。
【００８３】
　一方、トップシート１８の材料となる長尺のシート材（トップシート材）には、予め止
着テープ１０を付設しておく。止着テープ１０は、おむつ長さ［Ｌ２］を考慮した上で、
本発明の所定の条件（テープ片長さ［Ｌ１］、テープ片幅［Ｗ２］等）を満たす形状のも
のとする。この止着テープ１０を、本発明の所定の条件（テープ片外縁間隔［Ｗ１］、テ
ープ片間隔［Ｗ３］等）を満たすように、前記トップシート材に付設する。
【００８４】
　次いで、前記バックシート材と吸収体２２の積層体の上面に、前記トップシート材を載
置することにより、おむつの中間体となる積層体を得る。この際、トップシート材は、セ
ンターシート１８ａに相当するトップシート材と、サイドシート１８ｂに相当するトップ
シート材の２種類が使用される。サイドシート１８ｂに相当するシート材には折り返し部
分を設けることによって、立体ギャザー２６が形成されている。
【００８５】
　なお、止着テープをサイドフラップと一体的に形成する場合には、予め、トップシート
材（例えば、センターシートに相当するシート材）、吸収体、バックシート材の積層体を
形成しておき、この積層体の両側縁に、止着テープと一体的に形成されたトップシート材
（サイドシートに相当するシート材）を付設する等の方法により、おむつの中間体となる
積層体を得ることができる。
【００８６】
　前記のようにして得られた積層体は、おむつの脚周り開口部に相当する部分を円弧状に
切り抜いて切除し（Ｒカット）、脚周り開口部を形成することにより、テープ型使い捨て
おむつ１を製造する。
【００８７】
　なお、前記のような一連の工程は、機械的な手段によって連続的に行うことが可能であ
る。例えば、長尺のシート材をローラーから連続的に送出する等の方法・装置を採用する
ことにより、テープ型使い捨ておむつの連続製造が可能となり、生産性の向上に資する。
【００８８】
　また、前記の方法は、予めトップシート材に止着テープを付設する方法であるが、予め
トップシート材に止着テープを付設することなく、おむつの中間体となる積層体を得、そ
の積層体に対して止着テープを付設する方法を採ってもよい。
【００８９】
［３］本発明の適用対象：
　本発明のテープ型使い捨ておむつの適用対象は、前記１ピースタイプのテープ型使い捨
ておむつに限られるものではなく、例えば、２ピースタイプのテープ型使い捨ておむつに
も適用することができる。即ち、２ピースタイプのテープ型使い捨ておむつにおいても、
テープ片長さ［Ｌ１］、テープ片幅［Ｗ２］等を満たす形状の止着テープを用い、その止
着テープを、本発明の所定の条件（テープ片外縁間隔［Ｗ１］、テープ片間隔［Ｗ３］等
）を満たすように、おむつに対して付設することにより、本発明のテープ型使い捨ておむ
つの効果を享受することができる。
【００９０】
　「２ピースタイプ」とは、着用者の排泄物を吸収し、保持する機能（吸収・保持機能）
を担う吸収性本体と、着用者の身体を被包する機能（装着機能）を担う外装部材とから構
成され、外装部材の内側に吸収性本体が配置されたタイプのおむつである。
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【００９１】
　吸収性本体は、吸収体、トップシート及びバックシートを構成要素として備えた部材で
あり、トップシートとバックシートの間に吸収体を挟みこみ、吸収体の周縁部を封着する
ことによって製造することができる。吸収性本体は、少なくともおむつの股下部をカバー
するサイズに構成される。但し、漏れ防止の効果を確実なものとするため、股下部のみな
らず前身頃や後身頃の一部をもカバーする大きさに構成することが好ましい。吸収性本体
は、例えばホットメルト接着剤等を用いて、外装部材に対して固定することができる。
【００９２】
　一方、外装部材は、着用者の身体を被包するための装着機能を担う部材であり、具体的
には、前身頃、股下部及び後身頃の各部を形成するシート状の部材である。２ピースタイ
プのテープ型使い捨ておむつでは、着用者の排泄物を吸収し、保持する吸収・保持機能に
ついては、専ら吸収性本体が果たすことになるので、外装部材を構成する材料として液不
透過性材料を用いる必要はない。外装部材を構成する材料としては、例えば、ポリエチレ
ン、ポリプロピレン、ポリエステル、その他の熱可塑性樹脂からなる合成繊維によって構
成された不織布等を挙げることができる。
【実施例】
【００９３】
　以下、本発明のテープ型使い捨ておむつについて実施例を用いて更に具体的に説明する
。但し、これらの実施例は本発明の一部の実施形態を示すものであり、本発明がこれらの
実施例に限定して解釈されるべきではない。
【００９４】
　以下の実施例、比較例においては、図３に示す形態のテープ型使い捨ておむつを実際に
製造した。
【００９５】
　上記実施例及び比較例のテープ型使い捨ておむつの各部寸法を表１～表３に示す。表中
、「おむつ長さ」は、おむつの前身頃側の端縁から後身頃側の端縁までの長さ、「前身頃
長さ」は、前身頃の側縁の長さ、より具体的には、おむつの前身頃側の端縁から脚周り開
口部を形成するトリム（Ｒカット）の形成端までの直線状の部分の長さ、「後身頃長さ」
は、後身頃の側縁の長さ、より具体的には、おむつの後身頃側の端縁から脚周り開口部を
形成するトリム（Ｒカット）の形成端までの直線状の部分の長さ、「後身頃幅」とは、お
むつの後身頃の一の側縁と他の側縁との間の幅、を意味するものとする。
【００９６】
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【表１】

【００９７】
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【表２】

【００９８】
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【表３】

【００９９】
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［評価方法］
　上記実施例及び比較例のテープ型使い捨ておむつについては、３４名のテスターに実際
に着用させ、各々７回の交換を行った際の止着テープの止め易さ、及び脚周りフィット性
について評価を行った。なお、上記の評価は、おむつのトップシートの表面（１対の立体
ギャザーの間の領域）に、尿取りパッドを載置した状態で行った。
【０１００】
（止着テープの止め易さ）
　止着テープの止め易さについては、上記実施例及び比較例のテープ型使い捨ておむつを
３４名のテスターに実際に着用させ、各々７回の交換を行い、以下の基準により、１００
点満点で評価し、その結果の平均値を点数とした。
【０１０１】
（１）止着テープの止め付けが極めて容易であり、ファスナーのズレや外れが全く生じな
かった場合、７８点以上／◎（極めて良好）、（２）止着テープの止め付けが容易であり
、ファスナーの外れは生じなかったが、ズレが１～２回生じた場合、７６～７７点／○（
良好）、（３）止着テープの止め付けがやや困難であり、ファスナーの外れは生じなかっ
たが、ズレが３回以上生じた場合、７４～７５点／×（不良）、（４）止着テープの止め
付けが困難であり、ファスナーの外れが１回でも生じた場合、７３点以下／××（極めて
不良）、として評価した。
【０１０２】
（脚周りフィット性）
　脚周りフィット性については、上記実施例及び比較例のテープ型使い捨ておむつを３４
名のテスターに実際に着用させ、各々７回の交換を行い、以下の基準により、５点満点で
評価し、その結果の平均値を点数とした。
【０１０３】
（１）脚周り開口部が着用者の肌に密着しており、尿取りパッドからおむつへの漏れも脚
周り開口部からの漏れも生じなかった場合、４．１点以上／◎（極めて良好）、（２）脚
周り開口部が着用者の肌に密着しており、脚周り開口部からの漏れは生じないが、尿取り
パッドからおむつへの漏れが１回生じた場合、４．０点／○（良好）、（３）脚周り開口
部が着用者の肌に密着しており、脚周り開口部からの漏れは生じないが、尿取りパッドか
らおむつへの漏れが２回生じた場合、３．９点／×（不良）、（４）尿取りパッドからお
むつへの漏れが３回以上生じた場合又は脚周り開口部と着用者の肌との間に隙間ができて
おり、脚周り開口部からの漏れが１回でも発生した場合、３．８点以下／××（極めて不
良）、として評価した。
【０１０４】
［実施例１～５、比較例１］
　表１に示すように、実施例１～５のテープ型使い捨ておむつは、テープ片長さ［Ｌ１］
を１０５～１５５ｍｍの範囲内としたので、テープの止め易さ、脚周りフィット性とも良
好な結果を示した。中でも、テープ片長さ［Ｌ１］を１２５～１４５ｍｍの範囲内とした
、実施例２～４のテープ型使い捨ておむつは、テープの止め易さ、脚周りフィット性とも
極めて良好な結果を示した。一方、テープ片長さ［Ｌ１］を９５ｍｍとした、比較例１の
テープ型使い捨ておむつは、テープの止め易さが不良であった。
【０１０５】
［実施例３，４，６，７、比較例２～４］
　表２に示すように、実施例３～６のテープ型使い捨ておむつは、テープ片幅［Ｗ２］を
５５～９０ｍｍの範囲内とし、テープ片外縁間隔［Ｗ１］が、おむつ長さ［Ｌ２］に対し
、１９～２９％の範囲内の長さとなるように配置したので、テープの止め易さ、脚周りフ
ィット性とも良好な結果を示した。中でも、テープ片幅［Ｗ２］を６５～９０ｍｍの範囲
内とし、テープ片外縁間隔［Ｗ１］が、おむつ長さ［Ｌ２］に対し、２１．４～２７．４
％の範囲内の長さとなるように配置した、実施例３，４，６のテープ型使い捨ておむつは
、テープの止め易さ、脚周りフィット性とも極めて良好な結果を示した。
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【０１０６】
　一方、テープ片幅［Ｗ２］を１１０ｍｍとし、テープ片外縁間隔［Ｗ１］が、おむつ長
さ［Ｌ２］に対し、３２．１％の長さとなるように配置した、比較例２のテープ型使い捨
ておむつは、テープの止め易さ、脚周りフィット性とも極めて不良であった。また、テー
プ片幅［Ｗ２］を１００ｍｍとし、テープ片外縁間隔［Ｗ１］が、おむつ長さ［Ｌ２］に
対し、２９．８％の長さとなるように配置した、比較例３のテープ型使い捨ておむつは、
テープの止め易さが不良であった。更に、テープ片幅［Ｗ２］を４５ｍｍとし、テープ片
外縁間隔［Ｗ１］が、おむつ長さ［Ｌ２］に対し、１６．７％の長さとなるように配置し
た、比較例４のテープ型使い捨ておむつは、テープの止め易さが不良であり、脚周りフィ
ット性は極めて不良であった。
【０１０７】
［実施例３，４，８～１５］
　表３に示すように、実施例３，４，８～１５のテープ型使い捨ておむつは、テープ片間
隔［Ｗ３］を１０～１００ｍｍの範囲内としたので、テープの止め易さ、脚周りフィット
性とも良好な結果を示した。中でも、テープ片間隔［Ｗ３］を２０～５０ｍｍの範囲内と
した、実施例３，４，１１～１４のテープ型使い捨ておむつは、テープの止め易さ、脚周
りフィット性とも極めて良好な結果を示した。
【産業上の利用可能性】
【０１０８】
　本発明のテープ型使い捨ておむつは、乳幼児用、或いは介護を必要とする高齢者や障害
者等の成人用のおむつとして好適に利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１０９】
【図１】従来のテープ型使い捨ておむつの一の実施形態を示す一部切り欠き断面図であり
、従来のテープ型使い捨ておむつを展開し、トップシート側から見た状態を示す図である
。
【図２】従来のテープ型使い捨ておむつの別の実施形態を示す一部切り欠き断面図であり
、従来のテープ型使い捨ておむつを展開し、トップシート側から見た状態を示す図である
。
【図３】本発明のテープ型使い捨ておむつの一の実施形態を示す一部切り欠き断面図であ
り、本発明のテープ型使い捨ておむつを展開し、トップシート側から見た状態を示す図で
ある。
【図４】従来のテープ型使い捨ておむつの更に別の実施形態を示す一部切り欠き断面図で
あり、従来のテープ型使い捨ておむつを展開し、トップシート側から見た状態を示す図で
ある。
【図５】従来のテープ型使い捨ておむつの一の実施形態を示す一部拡大平面図であり、図
１に示すテープ型使い捨ておむつの止着テープ近傍の部分を拡大して示す図である。
【図６】従来のテープ型使い捨ておむつの別の実施形態を示す一部拡大平面図であり、図
２に示すテープ型使い捨ておむつの止着テープ近傍の部分を拡大して示す図である。
【図７】本発明のテープ型使い捨ておむつの一の実施形態を示す一部拡大平面図であり、
図３に示すテープ型使い捨ておむつの止着テープ近傍の部分を拡大して示す図である。
【図８】従来のテープ型使い捨ておむつの更に別の実施形態を示す一部拡大平面図であり
、図４に示すテープ型使い捨ておむつの止着テープ近傍の部分を拡大して示す図である。
【符号の説明】
【０１１０】
１，１００，１１０，１２０：テープ型使い捨ておむつ、２：前身頃、４：股下部、６：
後身頃、６ａ，６ｂ：側縁部、８：サイドフラップ、１０：止着テープ、１２：止着領域
、１８：トップシート、１８ａ：センターシート、１８ｂ：サイドシート、２０：バック
シート、２２：吸収体、２６，２６ａ，２６ｂ：立体ギャザー、３０，３０ａ，３０ｂ，
３０ｃ：テープ片、３６，３６ａ，３６ｂ：立体ギャザー伸縮材、４０：脚周り伸縮材、
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４２：ウエスト周り伸縮材、４４：ファスナー部、４４ａ：フック、４４ｂ：ループ。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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